
の

進
路

実
現

の
可

能

性

を

高

め

る
教

育

を

進
め

る
。。

目

標

に

掲

げ
る

「
世
界

の
人

た

れ
」
に

向

け
で

は

、
英
語

を

使
い
こ

な
す

グ
ロ
ー

バ
ル

人

材

育
成

を
明

示

。

厳
し

く

勉
強

を

す

る
意
味

を

伝
え

て

い

く

。

伝

統

、
実

績

ゆ
え

に

、
マ

イ

ナ

ス
イ

メ

ー

ジ

を
持

つ

保

護
者

も
少

な
く

な

い

。

「

希
望

す
る

私
立
で

な

く
国

公

立

大

学

を
受

‘

け

さ
せ

ら

れ

る
」
　
‐１
推
薦

入

試

を
受
け

さ

せ
て

も

ら

え

な

い
」

と
い

っ

た
印

象
を

拭

い

去
り

、

保
護

者
に

取
り

組

み

を
し

っ

か

り

と

理

解
し
て

も
ら

う

機
会

を

増
や

す

考
え

だ

。

記

録

的

な
低

競
争

率

が
北

高

の

カ
ン

フ
ル

剤

と

な
る

か

、
注

・
1･　iS

卜●。。 、㎜　 。　　　　　　　　　　　　 、 、~　-　-　 、　　 －　　　　
７

Ｆ ．ヽｙ.瞥澪;きｔ-　　 一兼Ｊ「
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Ｓ

’ｙ

／
￥
１門

ブ

淳
良
睨
叫
夕
珊

ヅ

一
　
松
江
巾
内
的
心
樅
瞰
三

昌

川『
に

瑞

祀

江
北
、
松
江

冨

、
松
江
申

の
通
ヤ
区
が
廃
止
さ
わ
で
初
め
て
の
学
力
試

』
験
が
終
わ
っ
た
　
赴
路
選
択
の
自
由
度
が
増
し
、
初
印
度
の

一
競
午
率
は
び
内
川
指
の
進
学
実
績
を
持
つ
松
江
北
の
普
通
科

」
が
帆
調
九

学
祠
号
新
設
し
た
世
江
南
へ
の
関
心
度
の
高
さ

一
が
う
か
か
え
た
　
伝
川
北
を
巾
七

言
・
る
受
験
動
向
や
、
中

７

教
肯
と
の
迎
携
㈲
弔
咄
性
を
荷
え
る

．
４

口

午

後

、
松

汀

北

昌

校

こ

江

巾

奥
い
‥‥
町

ニ

リ
】口

丿
で

年

度

人

試

の

学

力

試

験

々

峰

侈

松

江

城

下

の

高
い

俺
ふ
‥
か

ら

ド

り

て

き

た

中

ヅ

８

年
玉

か

ら

．

几

字

態

学

の

仁

恕

に
頑

恨

り

一 一
た

い

ね

た

‐．
親

が

通

ご

Ｌ
い

で

憧

と

い

っ

た
４

川

か

ら
山

．

高

校

宅

活

を

侍

ら

焦

が

利

る

声

が

闘
こ

え

て

き

仁

た

だ

、

同

校

普

岨
０
・内
々

。験

一 〃
は 志 士

|狗 願 は
甲 ＆ 定
収 ｌ ｑ
比 ９ ２

い9 ，1
・ へ0
10 で ベ
ロ　 ｀に
誠 競 耐

(刀 吊 し
０ 宰　 ｀

は
前
印
瞳
比

い
・
2
0．ぐ
誠
の
０

・
お

喘
と

か
つ
て

な
い
賎

ざ
を

記
騨

別
の
学
校
白
桃
に
よ
る

辞
挫

じ
受
験
お
は
さ
ら
・
に
少

な
く
な

う
た
．
松
江
市
内
で
即

年
間
、
維
持
さ
れ
て
き
た
迎
学

区
の
廃
臣
に
よ
ニ
ヘ

約
2
9年

IＳ吟

Ｊ･
プ

／ゞ

ｙ「

こノ

ド

妊j
釦

島根 県内 の各高校 で実施さ れた 学力 試験
－ ３月 ４日 、松 江市内

生
徒
の
意
識
変
化
あ
ら
わ

前
に
２
午
座
続
姐
公
立
大
乱

ヅ
酋
数
全
国
　
に
な
る
な
ど
烏

樅
県
内
祠
籤
の
函
統
と
実
禎
の

ブ
フ
ｙ
ド
を
持
つ
北
高
に
対
す

る
意
識
の
痙
化
が
あ
ぶ
り
出
さ

以
上
に
き
め
細
や
か
な
指
導
で

学
び
の
質
を
高
め
、
生
徒
を
育

て
た
い
と
の
思
い
だ
。

目
指
す
将
来
像
の
明
確
化
に

も
取
り
組
む
。
一
例
が
医
師
の

輩
出
で
、
学
校
と
し
て
の
地
域

貢
献
の
範
囲
は
、
お
膝
元
の
松

江
市
橋
北
地
域
で
な
く
島
根
県

全
体
と
捉
え
、
医
学
部
志
望
者

ン
チ
を
チ

こ

ヘ
ス
に
変
え
た

い
」
と
強
調
す
兎

受
験
者
数
が
減
っ
た
分
、
Ｉ

ク
ラ
ス
当
た
り
の
生
徒
が
3
0人

程
度
に
減
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

・
　
　

・
　

・
・
－

・
『
ｑ

ｌ
 
ｉ
ｊ
　

‾
３
　

Ｖ

ｊ
ｘ

ｌ
　
ｊ
１
 
７
．
X
I
～
 

Ｖ

Ｎ
 

７
'

Ｉ
Ｓ
　

～

べ

に

』
上

カ

て

て

な

ド

。低

ざ

を

び

卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高

を

目

指

す

の

に

『

勉

強

を

頑

保

護

者

か

ら

相

談

を

受

け

た

学

考

え

だ

。

常

松

徹

校

長

は

【

ピ

目

さ

れ

る

。

－
　

Ｉ
　
　
　
　
　

Ｉ

ｇ

】
’
　
　
　
　

４
　
　
　

刀

Ｑ

コ

「

ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

他

校

で

部
活

と
両

立

市
内
中
学
校
で
の
三
者
面

談
．
北
高
を
目
指
す
生
徒
の
保

厦
者
は
不
安
を
覚
え
勺

．
「
北

高
を
目
指
す
の
に
『
勉
強
を
頑

張
れ

』
と
言

わ
れ
る

わ
け

で

な

く
、
淡
々
と

受
け
止

め
ら

れ
た
」

か
ら
だ

。

コ

北

高
を

高
い

壁
で

な

く
な

っ
て
い

る
の

か
」

。
こ

の

保
護
者

か
ら
相

談
を

受
け

た
学

習

塾
「
学

び
舎
・
く
え

ぴ
こ

」（
松

江

市

外

中

原

町

）
経

営

の

堀

本

理
記

さ
ん
【
召

は

危
惧

し

た

。

県

教
育

委
員

会
は

、

高
校

入

試

合
格

者
の

最

低
点

な
ど

得

点

の

分

布
が
ど

う
だ

っ

た
か

を

】

切

明
ら

か
に
し

て
い

な
い

。

堀
本

さ
ん

に

よ

る
と

、
競

争

率

が
落
ち

る
と

幅

広
い

成

績
の

圈

が
合
格
し

、

教
口

側
は

学
力

が

高
い
腿
に

合
わ

せ

た
指
導

が

で

き
に

く
く

な
り

。
結

果
的

に

授
業

進
度

が
遅
く

な
る
悪

循

環

に

な
る

と
い
う

。
北

高
に

は
県

内

全
体

を
引

っ
張

る

存
在

と
し

て

競
争
力

を

高
め
て
ほ

し
い

と

期

待
を

込
め
る

。

別
の

学

習
塾
の

担
当

者
は

、

北

高
内
の

学
力
差

が
受

験
の

敬

遠
に
つ

な

が

っ
た

と
指

摘

。「
勉

強
に

付
い

て
行
け

ず
に
苦

し

く

な

る
な
ら

、
他
校
で

部
活

動
と

の

両

立
を

図
り
た
い

」
と
思

う

生
徒

が
以
前

よ
り
増

え

た
と
実

感
す

る
。
大

学

全
入

時
代

を
迎

え
、

進
学
校
で

し

っ
か
り

勉
強

し

た
い

と
の

意
識

が
薄
れ

た
と

も
考
え

ら
れ

る

。

ピ

ン

チ

を

チ

ャ
ン

ス

に

北
高

側

は
競
争
率
の

低
下

を

真

摯
に

受

け
止
め

、
育

成
、

募

集

に
今

ま
で
以

上

に
注

力

す
る

考
え

だ

。
常

松

徹
校

長
は

「
ピ



II,･

生

き

残

り

り
悶
フ

町
漣

?ljl

明

Ｔ Ｉ

｝

松
江

１

ト

ン

で

Ｌ

べ

Ｉ

ノ

ー
　

ｒ
　

；

』

び

ｒ

つ

い
て

苓
『
耳

穴
雌
業

南

高

校

・
松

江

巾

八

に

胸
耳
に・
跨

り
廿

万

い

牛

十

健

ぶ

人

け

ロ

ヤ

ゾ

ノ
樅

豹

渋
に

叩

叫

斤
無

め

仁

胴

こ

の

川

に

Ｗ

芯

す

る

卜

．曹
げ
・
旺

に

ど

犬

ふ
特

徴

が

む

ぶ
か

、
≒

覚

白

㎜ － ■ ■ ㎜

沁2

■㎜㎜■ ■･ ･ ●

料
ｙ

読
み
、
ｙ

ｊ
ヤ
を
分
析
、

発
八

街
目
、
玉
ふ
倫
叩
に
つ

い
で
深
刻
い
す
る
内
四
回

。

彫
物
、
敢
帚
雪

川
謡
と
い
つ

ヤ
」与
印
㈲
臨
知
心
で
時
巾
問
題

Ｖ
俘

ヅ

ペ

才
能
‥
言

」へ
学
や

沁
外
で
い
ぷ
し
六
い
で
叫
究
の

壮
ん
こ
と
に
か
宅
か
せ
る
’
と

和

ヅ
ー円

心
・
今
・ご
八

や

て

い

探
究
科
学
科
を
開
設

り
う
り
い
巾
、
削

江

南

、
松

江

市

内
跡

迎
料
・Ｓ

高
峻

の

ヽ
／ へ

〈中 〉

涌
学
区
が
隣
止
さ
れ
、
昌
校
が

磨

と
を
掛

け
る
の

は
特
色
化

だ
。
北
鳥
は
財
界
で
活
躍
す
る

入
材
白
成
や
特
徴
的
な
理
数
教

1
9、
玉
高
は
高
根
大
や
地
。尾
兪

柴
と
連
携
し
た
実
践
的
な
課
題

解
陶
を
掲
げ
る
。

関
心
を
則
め
た
の
が
、
迎
数

０
を
定
即
融
合
型
に
発
展
さ
せ

た
探
究
科
学
科
を
開
設
し
、
教

Ｈ
学
洲
の
し
に
探
究
学
習
を
充

実
さ
廿
た
南
高
。
2
0
2
1

年

瞳

。
般
べ
試
の
競
争
率
は
探
究

０
学
科

訪

喇
叫
人
｝
が
Ｉ
・

叫
倍
、
蒜
通
科
（
同
２
０
０
人
）

が
１
・
0
5倍
で
３
校
中
、
最
も

特
色
磨
く

文理融合型の授業を受ける松江南高校の生徒
一松江市八雲台]. 丁目、同校

積
極
的
改
革
背
景
に
危
機
感

高
か
っ
聚

．

積
極
的
に
改
革
を
進
め
る
背

景
に
は
、
通
学
区
廃
止
に
合
わ

せ
何
も
手
を
打
だ
な
け
れ
ば
生

徒
が
北
高
に
集
中
し
て
し
ま
う

と
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。
探
究

科
学
科
は
、
前
年
度
ま
で
４
年

連
続
で
定
員
4
0人
に
届
か
な
か

っ
た
理
数
科
の
２
倍
と
な
る
8
0

人
の
定
員
を
設
け
た
。
結
果
的

に
推
薦
を
含
め
た
志
願
者
は
定

員
を
上
回
っ
た
。

一
方
、
東
高
の
競
争
率
は
前

年
度
比
Ｏ
・
2
1回
減
の
０
・
9
5

’倍
で
、
前
年
度
の
高
さ
の
反
動

が
見
受
け
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、

複
数
の
塾
関
係
者
の
分
析
に
よ

る
と
、
崇
高
へ
の
注
目
度
は
高

く
、
部
活
動
へ
の
熱
心
さ
や
地

域
の
大
学
・
企
業
と
連
携
し
た

点
が
好
評
と
い
う
。

「
３
校
の
特
色
を
知
っ
た
上

で
進
路
を
決
め
た
」
。
松
江
第

二
中

学
校
区
の
中
学
３
年
女

子

は
当
初
。
南
高
の
探
究
科

学
科
に
引
か
れ
た
が
、
通
学
距

離
や
部
活
と
勉
強
の
両
立
を

考
え
、
崇
高
を
志
願
。
こ
う
し

た
主
体
的
な
選
択
を
す
る
生

徒
が
増
え
れ
ば
、
通
学
区
廃
止

の
効
果
に
期
待
が
持
て
そ
う

だ
。

「
入

り

口

」
変
化

期

待

特
色
化
を
進
め
る
に
は
何
か

必
要
か
。
島
根
県
立
高
校
の
在

り
方

検
討
委
員
会
の
会
長
を

務
め
た
肥
後
功
一
島
根
大
教
職

大
学
院
教
授
は
「
各
校
が
目
指

す
教
育
、
人
材
育
成
ら
ふ
さ
わ

し
い
生
徒
に
入
っ
。て
も
ら
う
た

め
入
試
で
適
性
や
個
性
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
す
る
べ
き
」
と
独

自
の
入
試
問
題
作
成
を
提
案
。

又

り
口
」
で
の
変
化
を
期
待

す
る
。
「
出
口
」
も
大
切
に
な
る
。

今
年
は
大
学
入
試
改
革
の
一
環

で
、
3
1年
間
続
い
た
セ
ン
タ
ー

試
験
に
代
わ
り
、
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
が
初
め
て
実
施
さ
れ

た
。
有
識
者
に
よ
る
と
、
思
考

力
や
判
断
力
を
評
価
す
る
出
題

を
目
指
し
て
資
料
を
比
較
検
討

し
て

答
え
さ
せ
・る
設

問

が
増

え
、
深
く
考
え
る
力
よ
り
、
情

報
処
理
能
力
を
測
る
よ
う
な
傾

向

だ

っ

た

も

の

の

、

難

易

度

は

上

が

っ

た

と

い

う

。

通

信

教

育

大

手

の

ま

と

め

に

よ

る

と

、

島

根

県

の

受

験

生

の

共

通

テ

ス

ト

（
５

教

科

９

０

０

点

満

点

）

の

平

均

点

は

、

全

国

平

均

ぷ

り
5
3
・
４

点

低

い

５

１

３

・

６

点

。
2
0
1
0

年

代

の

セ

ン

タ

ー

試

験

同

様

、

低

迷

す

る

結

果

と

な

っ

た

。

３

校

に

と

っ

て

大

学

な

ど

へ

の

進

路

保

証

は

重

要

な

テ

１Ｉ

マ

。

３

年

後

の

大

学

入

試

の

結

・‐‐

果

で

、

各

校

の

取

り

組

み

が

問

わ

れ

る

。
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二

号

口

才

牡
ぎ

ぶ

ド

’‐χ

卜
〈
…
…
…
へ
．
の

＜
　

１

ド

に
　
ｉ

りIＯ
ｌ

ｊ

夕

’
－

に

。

９

－

吋

。

４
　

～
　
　
　
　

＆

’Ｓ
。

＆

…

’ａ

‐
ツ

パ

’－

几

’
ｊ

ｌ
ｌ

”

’
Ｚ

￥

＼

４

１

．

’‐
。‘
２
‐
‐ 抒

ｄ

仰

；

つ〈 下 〉

中

で
の
川
力
力
が
冲
く
、
椚
居
が

靉

り

ｒ
　
　
　

―ｄ
　
Ｊ

’Ｊ

‐
　

Ｅ

、

－

Ｘ

ｔ

Ｃ
．Ｉ
－
‘ｈ
ｙ
　

「
‐‐

６

６
　
　

叫

校

ｊ

Ｉ

ノ
ー

～
～

Ｆ

／

。

・

ｉ

ｉ

－

「
ｙ
礎

川

め

や
高
校

。」
川
郷

か

恂

か

リ

析

教

‥
‥い
目

・
・・
、
Ｉ
　

Ｊ

Ｚ

－

Ｕ

ｊ
≒

－

／

’
Ｉ

ソ

４

リ

ノ

自T

い

５
ｊ

Ｊ

－

バ

り

て

ｓ
　
ｒ

”７

‐
　

泊

ぶ

ｄ

う

。
申

マ

リ

‥
り

同

管

内

全

国

ヅ

月

ｙ

（

卜

で

み

る

と

・
い

帽

見

は

Ｚ

４

。

。
１
　

’
Ｘ
　
　
　

～
Ｓ
７

１

１
　
’
“

０

‐

７

‘
’

２

Ｘ

２

‘
 
７

Ｑ

を

川

卜

う

数

ヅ

Λ

ノ

作
い

川

わ

か

問

う

牧

ヅ

ロ

と

も

に

。に１１
 
‐
１１
 
‐
同

率

が

令

閥

平

２１

一
句
以

ド

１１
新
し

い
形

式
と

な

っ

２０

万
1
9
印

度
は
数

学
の
いいし
酉

率

が

争 Ｆ 、、4斤･●
４=il: 

，
－･ 一一 ヽ

二i●･

慟
閥
ヅ
均
よ
り
２
・
８
ぐ
低
い

5
7⑤
と
帆
空
飛
行
が
続
き
、
小

ヅ
６
年
も
汽
め
た
平
目
１
肋
間

以
卜
家
庭
学
習
す
る
割
合
は
、

企
国
4
6位
で
６
割
に
も
満
た
な

か
っ・
だ
。

こ
う
し
た
傾
向
は
高
校
に
進

ん
で
か
ら
響
い
て
く
る
。
学
習

内
容
の
難
易
度
が
上
が
り
、
授

ろ・
い

バ

校

旱
四目

、
家

庭

ヅ

冽

が

針

に

べ

る

か
・
い
た

。

松

川

巾

内

内
マ

圀

９

が

ヤ

国

模

試

舟

分

析

寸

為

と

、
山

年

前

の
Ｌ

高

０
．
、
校

内

力

中

位

Ｍ

で

あ

れ

ぼ
千

国

偏

差

仙

よ

り

、
少

な

く

と

も

山

臨

か

っ

た
の

が

。

今

で

は
プ

ラ

ス

Ｇ

～

８

に

卜
降

。

川

作

の
・
南
μ

や

囃

鵬

の

校

内

中

位

㈹

は

。
令

国

平

句

か

、
そ

れ

を

下

川

る

こ

と

が

あ

る

と

い

う

県

敦

司

委

輿

会

は

、

中

学

の

県

礎

学

力

や

家

庭

学

習

時

問

を

誄

題

と

み

て

、
2
1
年

度

か

ら
の

じ･口 口=: ヽ･XI，･1ｙ

。

白

卜

円

レ

ド

…
　

……

且

載
が
卜
う
Ｉ
Å
ノ

ｉ

．１

１

へ

小
中
高
一
体
で
学
力
向
上

４
ヵ
年
計
画
「
し
ま
ね
の
学
力

育
成
推
進
プ
ラ
ン
」
に
小
中
高

校
の
連
携
強
化
を
盛
り
込
ん

だ
。
多
々
納
雄
二
教
育
指
導
課

長
は
、
中
学
教
員
が
高
校
の
授

業
を
見
学
す
る
な
ど
、
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
や
小
中
高
一
体
の
取
り

組
み
で
県
内
全
体
の
学
力
向
上

松江北高校の学力試験に挑む受験生＝松江巾奥谷町、「司校

を
目
指
す
と
す
る
。

受

け
皿

の
差

中
学
生
の
学
び
の
意
欲
を
そ

い

で

い

る

一

因

と

考

え

ら

れ

る

の

が

、

松

江

市

内

の

高

校

の

入

り

や

す

さ

だ

。

2
1 年

度

入

試

の

デ

ー

タ

で

、

松

江

市

の

中

学

３

年

生

の

人

数

1
7
6
9

人

に

対

し

、

市

内

の

高

校

の

入

学

定

員

は
1
9
5
6

人

（
県

立

６

校

、

市

立

１

校

、

私

立

４

校

）

と

受

け

皿

が

大

き

い

。

県

内

で

人

口

規

模

が

近

い

出

雲

市

は

対

照

的

に

中

３

生

１

４

Ｑ
〕
りｎ
）人

Ｎ

定

員

↑
⊥
４

１

１

人

一
県

立

６

校

、

私

立

２

校

）

と

受

け

皿

が

小

さ

い

。

一
つ

と

す
る
探
究
学
」
こ
こ

に

る
に

は

、
小
中

学
校
の

役
割
も

Ｉ

大
き
い
Ｊ
．島

根
大

学
術
研

究
院

教

育

学

系

の

御

園

真

史

准
唇

授

は
、
教
育
の

段

階
に

応
じ
了

萱葺

Ｉ一
Ｉ■■
一－
　

－
　

―－
　
　
　

－
　

－

の

質

に

濃

淡

が

出

れ

ば

△

が
後
退
す
る
可
能
性
が

と
し
「
小
中
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
と
高
校

で
の
探
究
学
習
を
有
隨
的
に
結

び
付
け
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
す

る
。知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
、

家
に
帰
っ
て

も
続
き
を
調
べ

県
立
高
校
の
定
員
だ
け
だ
と
・
た
く
な
る
よ
う
な
授
業
に
な
れ

松
江
1
3
1
6
人
、
出
雲
１
０

ぱ
好
例
だ
。
教
員

が
題
材
の

８
０
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
中
３
生

探
究
］を
深
め
、
生
徒
と

Ｉ
緒
に

の
人
数
に
対
す
る
割
合
は
近
く

成
長
す
る
こ

と
も
重
要
に
な

な
る
が
、
松
江
は
出
雲
よ
り
、

る
。

私
立
高
校
が
多
く
、
市
立

高
校
　

高
校
の

在

り
方

が
変

わ

ろ
う

も
あ
る
た
め
だ

。
　
　
　
　
　

と
す
る

今
、

ぶ
れ

て

は
い

け
な

県
教
委
は

、
生
徒
数

や
通
学

い
の

は
、
島

根
に

愛
着

を

持
つ

圏
内
の
学
校
数

。
年
度

ご
と
に

’
人
材

育
成
の

視

点
だ

。
。い

く
ら

入
学
の
難
易
塵
を
変
え
な
い
と

い
う
入
試
の
公
平
性
確
保
の
観

点
で
県
立
高
校
の
定
員
を
定
め

て
い
る
と
い
う
。
中
西
正
実
県

立
学
校
改
革
推
進
室
長
は
「
松

江
と
出
包
で
定
員
と
生
徒
数
の

割
合
に
差
が
生
ま
れ
て
い
る
の

は
承
知
し
て
お
り
、
今
の
ま
ま

で
い
い
の
か
は
長
期
的
な
検
討

課
題
だ
」
と
認
め
る
。

知

的

好
奇

心

高
校
が
特
色
化
の
テ
ー
マ
の

優

秀
な
人

材
を

育
て

て

も
、

都

会

地
に
流

出
し

て
古

里
と

の
関

係
が
な

く
な

っ
て
し

ま

う
よ

う

で
は

、
島
根
の

未
来

は
明

る
べ

な
い

。
「
世
界
で

活
躍
し

て
も

、

島

根
を
軸
に
し

た

り

、
思
い

を

は
せ

た
り

す
る
生
徒

を
育
て

た

い
二
　
「
世
界
の
人
た
れ
」
を

掲

げ
る
北

高
の

常
松
檄
校
長
は

決

意
を
に

じ
ま

せ

る
。

（
報
道

部
・
曽
田

元

気
、
森
み

ず
き

、
片

山

皓
平

、
政

経
苧

中

村
ぽ
美

が
担
当
し

ま
し

た
）

･1４ ４
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